
彿させる強いアイメ－クの50歳代後

半の美人。寮生は“ボス”と呼んでい

る）を囲み、その地下ホ－ルで食後

のコ－ヒ－を飲んだりするそうだ。

この会に私も参加できた。オ－スト

ラリア人はショ－トパンツとTシャツが

大好きだ。体の大きな彼らにはよく似

合っている。上級生とボス並びに何

人かの理事は、そのスタイルの上にガ

ウンを羽織って、正面のちょっと高い

台の上の席に着く。ハリ－ポッタ－の

映画の1シ－ンのような光景であるが、

オ－ストラリア流はちょっとコミカルだ。

息子の部屋は8畳ほどで、ベッドと

机、クロゼットが備え付けられており、

床にエキストラのマットが一枚置ける

広さがあった。元は大きな部屋だっ

た所を、ブロックで壁を作りいくつかに分けたようだ。彼

の部屋に泊まる場合は、1泊当たりA＄5でマットを貸し

てくれた。

部屋割りは日本だったら男子寮、女子寮が厳格に分か

れていそうだが、ここではそういう区別は全くなく、トイ

レとシャワ－も共同使用である。

初めてシャワ－を使った時にはビックリした。シャワ－

ブ－スのドアは、小柄な私だったらすっぽり隠れてしま

うが、長身のオ－ストラリア人では頭が飛び出てしまう。

そのドアにバスタオルをかけて置くことが使用中のサイ

ン。女の子がバスタオルを巻いて、衣服を抱えて裸足で

出てきて“Hi”と挨拶をして通り過ぎていくのに又ビック

リ。私が慣れないためにシャワ－に手間取っている間に、

センサ－方式の照明が消えてしまい、誰も来そうにない

ので仕方なく自分で出て行きセンサ－に手をかざし、大

慌てでシャワ－ブ－スに戻ったこともあった。

3. 簡易ホテルに変身する学生寮

寮の中には所々に簡単なキッチンがある。大学が休み

に入った翌日から食堂も閉鎖になり事務職員も長い休暇

を取ってしまうため、寮としての機能が休暇状態になってし

まう。そしてバックパッカ－用のホステルへと変身し、滞在

費が値上がりするのである。それでも1泊に付きA＄17ほ

どだ。こういう時はほとんどの学生は家に帰ってしまう。

そこで息子のように居残る学生が、「ワ－デン」という職に

就き、ホステルのフロント係、見回りを当番で行う。ワ－デ

ンはこの間の滞在費が免除され、若干の報酬が支払われ

るそうだ。

大学のホ－ルなどでも様々なイべントが開催される。参

加するのは、若い人達ばかりではない。年金で生活してい

るシルバ－世代も、この寮に泊まってそういうイべントを楽

しみにくる。そんな時期にはこのキッチンが大盛況だ。

ある時オ－ストラリア人のシルバ－4人組がワインと料

理で宴会をしていた。隣で私たちは持参のル－でカ

レ－を作り始めた。だんだんいい匂いがし始めると、彼

らが話しかけてきた。私も片言の英語で彼らの話に混

ぜてもらい、ワインをごちそうになり、また私たちのカ

レ－も試食してもらったり、ご飯の炊き方を教えたりした。

彼らはパ－スから車で1週間かけて来たと言っていた。

他にも何人かのグル－プが滞在していたが、私が帰国

した後も彼らは毎晩真夜中まで廊下で騒ぎ、楽しんでい

たらしい。昼間は各自の部屋で本を読んだり、お茶を飲

んで話をしたりしているそうだ。日本にもこの程度の料金

で泊まれるような施設があれば、もっと気楽に旅を楽し

めるのにと思う。

この寮がホステルに変身することで、収益を上げてい

るとは考えにくい。社会に対するひとつの役割を果たす

ために、こういう形態をとっているように思えた。

4. 思いがけないところで見た日本の習慣

訪問回数を重ねるうちに息子の友人が、私自身の友

人のようになっていく。彼らが日本に強い憧れを持って
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いまから4年前、息子がオ－ストラリアの大学に進学

した。彼が太平洋を往復しても、私が往復しても航空運

賃には変わりはない。そこで私が訪問することにした。

そんな訳で、都合6回ほど彼のいたサウスオ－ストラリア

州アデレ－ド市を訪れた。

1. アデレードという街

サウスオ－ストラリア州はオ－ストラリア大陸の中央南

部に位置し、面積は日本の約3倍、人口は約150万人と

言われている。その州都がアデレ－ドである。アデレ－

ドはオ－ストラリアで5番目に大きな都市だ。

この街は他の都市と違い自由移民によって街造りが行

われた。テラスと呼ばれている大きな通りで囲まれてお

り、ヴィクトリア広場を中心に碁盤の目のように区画整理

されている。街の中には緑が多く、庭園都市とも呼ばれ

ている。春先にはジャカランダという樹の薄紫色の花が

咲き乱れる。

アデレ－ドの飛行場は市内から車で10分ほどの所に

位置している。到着後は空港にいるビ－グル犬（麻薬探

索犬？）に、日本から持ち込んださまざまな食料品を押

収されないように、大きな荷物を引きずりながら一目散

にロビ－の外に脱出する。このビ－グル犬も訪問回数

を重ねるたびに大きくなり、つい頭でもなでてあげたく

なる。しかし、仕事中の彼女には決して触れることは許

されない。

2. 学生寮の生活

息子の暮らしていた寮は、市内で

も高級住宅地にある。かつてはお

金持ちの家だったようだ。それを私

企業である寮が買い取り、増改築

を重ね、最近では庭の一部もつぶし

て新館を建築した。半地下にはミ

ラ－ボ－ルのついたホ－ルがあり、

ビリヤ－ド台やピアノが置かれてい

た。月に1回は寮生全員でダイニン

グホ－ルでの夕食会があり、そのあ

とに寮長（エリザベステ－ラ－を彷
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ポ－トオ－ガスタ駅の手前で線路は分岐する。東に進路

を取ると、シドニ－、メルボルンを目指す。ポ－トオ－ガ

スタから400kmほど西のタ－ク－ラ－から北へ進めばア

リススプリング、エア－ズロックを通り、ダ－ウィンへ行く。

私たちの列車は西に進路を取りパ－スを目指す。

その日の真夜中にラウンジカ－で新年のカウントダウン

があった。クラッカ－なども用意されていて、にぎやかに

新年を迎えた。一番ノリノリだったのは、ソニアたち従

業員だった。その年のテ－マカラ－のブル－キュラソ－

で色付けをしたシャンパン（もちろんオ－ストラリア産の

スパ－クリングワイン）が振舞われた。車掌さんが女性

客一人ひとりの頬にキスをして、男性客とは握手をして

新年の挨拶をして回っていた。東洋人の私には一瞬躊

躇して手をさしだしてきたのだが、こういう華やいだ新年

を迎えることもそうそうはないと思い、他の方 と々同じ挨

拶をした。

窓の外は満点の星。地平線ぎりぎりまで星がみえる。

南十字星も旅路を見守ってくれていた。列車の緩やかな

振動が、心地よい眠りに誘ってくれる。

7. 車窓からの風景

翌日は最初の停車駅であるクックに着く。駅といっても

ホ－ムも何もない。右・シドニ－、左・パ－スといった感

じの標識が1本立っているだけである。このあたりから、

ナラボ－平原のはじまりだ。“ナラボ－”とはアボリジニの

人たちの言葉で「何にもない」という意味だそうだ。クッ

クは、かつて鉄道が輸送機関の花形であったときに従事

していた人々が住んでいた。時の流れとともに飛行機や、

自動車に輸送手段を奪われ、それと共に多くの人が仕事

を失いクックを去ったのであろう。現在の住民登録は2

人だけらしい。不動産屋の物件広告がそらぞらしく見え

た。町外れには飛行場、というより滑走路があった。

1時間程の停車中に列車に水を補給し、タオル、シ－

ツ等の交換を済ませる。ここから東京～京都間ほどの直

線線路が続き、赤茶色の大地がはてしなく広がる。線路

が地平線にすいこまれていた。私は、このインディアンパ

シフィック号のシンボルマ－クになっている、オ－ストラリ

アン・ウエッジテイル・イ－グルという翼を広げると2mに

もなるという鳥に出会える幸運を祈りつつ、窓に張り付

いてナラボ－平原を見続けた。しかしこの旅行中は飛行

機も含めて、空を飛ぶものを見ることができなかった。

出発前には、ほとんど変わらない景色を見て、限られ

た列車の中で退屈し時間をもてあますのではないかと

思っていた。しかし、土の色や、潅木が生えているかい

ないかというような、ほんのささやかな変化が、こんなに

楽しく面白くまた、印象深いことを発見した。退屈してい

る暇がなかった。

8. オフ・トレインツア－　露天掘り鉱山

二日目の夕食後にカルグ－リ－に着く。もう一つのハ

イライトである「オフ・トレインツア－」があった。ス－

パ－ピットと呼ばれている、金の露天掘り鉱山を見に行

くツア－だ。

寝静まってしまったような街をバスで観光しながら、

金鉱まで行った。世界で2番目の露天掘り鉱山だそうだ。

資料によれば、幅1.5km、長さ4km、深さ280mという途

方もなく大きな穴を掘っている。直径5mのタイヤがつい

ているトラックが、ミニカ－のように見える。照明に照ら

し出され、昼間の見学よりダイナミックな景観だったので

はないだろうか。最終段階にいくと現在の3倍ほど深く

掘り下げることになるそうだ。いったいその後はどうな

ってしまうのだろうか。

また、ここの水は海水の6倍以上の濃度で、生活用水

には適さないため、パ－スから水を買っているそうだ。

パイプラインで運んでいるのだろうが、パ－ス～カル

グ－リ－間は地図で見ても900km近くはありそうである。

日本のスケ－ルでは計りきれない大きさを感じた。

9. 終着駅　パース

三日目の昼には目的地のパ－スに到着する。窓の外の

景色も少しずつ変わり、家屋が景色に加わるようになる。

いつしか直線の線路も終わり、長い列車の先頭車両が

窓の右や左に見えるようになっていた。

パ－スも美しい都市だった。アメリカズカップで有名

なフリ－マントルまで足を伸ばし、さらにロットネスト島へ

渡ってみた。インド洋は、気が遠くなるような美しさであ

った。

帰りは、飛行機を利用して3時間ほどでアデレ－ドへ

戻った。寮に帰り着いた時、自分の家に戻ったようなホ

ッとした気持ちになった。

その後息子は寮を出て、友人と部屋をシェアして1年

間暮らした。そして昨年暮れに帰国し、社会人となった。

今年は彼の友人たちが日本にやってくるらしい。
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いるのに驚かされた。オ－ストラリア人、シンガポ－ル

人、韓国人、マレ－シア人、ハンガリ－人、香港人（これ

はちょっと不思議な区別に思える）、中国系・インド系・

イタリア系オ－ストラリア人など。様々な国籍と顔を持っ

た若い人が、かつて私が彼らと同じ様な年齢のときに欧

米の文化や物に強い憧れを抱いたのとちょうど同じよう

なまなざしを、日本という国に向けていた。彼らの期待

に応えられるような日本であって欲しいと思う。

アデレ－ド郊外から来ていたサラとレイチェルという

姉妹が寮から新しいアパ－トに移り、その新居の披露

パ－ティ－（ハウスウォ－ミング・パ－ティ－）に私たち親

子も招いてくれた。私たちのほかにもシンガポ－ル人、

マレ－シア人、韓国人が招かれていた。

この日もう一つビックリしたことがある。驚いたというよ

り、むしろ感動した。席についたときに、私たち親子以外

の人達が両手を合掌し、誰の合図があったわけでもない

のに「いただきます」と日本語で同時に言って、食事を始

めたのだ。英語では「いただきます」にあたる簡潔な言葉

がない。これは日本語と日本の文化の美点だと思う。言葉

も文化も超えて、若い人達が合図として用いるには都合が

よかったのかもしれない。こうやって言葉が混ざって新し

い文化が育っていくと、

いつか言葉がひとつと

なり、お互いがより理解

できるようになり、争い

もなくなるのではないか

とかすかな期待を持っ

た。日本では失われて

いきそうな習慣や言葉

に、思いもかけない場

面で出会った。

5. ゴールドカンガルークラスの列車

4回目に訪問した時は年末だった。太平洋とインド洋

を結ぶインディアンパシフィック号がシドニ－～パ－ス間

（4,352km）を走っている。シドニ－からパ－スまで3泊4

日の旅、アデレ－ドからは2泊3日の旅となる。世界で一

番長い直線の線路（476km）を持つ鉄道である。この鉄

道でパ－スまで小旅行に出ることにした。

オリエンタル急行ほど豪華ではないが、レッドカンガ

ル－クラス（エコノミ－クラス）、ゴ－ルドカンガル－クラ

ス（ファ－ストクラス）に分かれている。ゴ－ルドカンガ

ル－クラスは1人用と2人用の個室からなっている。全

行程に食事が付き、部屋にトイレ、シャワ－の設備もあり、

料金は1人7万円ほどだった。決して安い金額ではなか

ったが、こんなチャンスは二度とないと思い、奮発して

ゴ－ルドカンガル－クラスの2人用個室を予約した。

私たちが乗ったのは、新年のカウントダウンを列車の

中で迎えられる便だった。パ－ス行きは週2便。全30

両程の長い列車は、アデレ－ド駅のホ－ムからはみ出し

て止まっていた。旅客は、退職し年金生活を向かえた

年齢の夫婦がかなりの割合をしめていた。列車の個室

には日本の寝台列車の寝台より幅の広い座席がある。シ

ャワ－ブ－スはステンレス製で、その中に引き出し式の

洗面台と、その下に同じように引き出し式のトイレが格

納されていた。私たちには十分なスペ－スだったが、

体の大きなオ－ストラリア人には気の毒な気がした。

各車両には担当のパ－サ－が付く。私たちの担当は

ソニアという陽気で元気な典型的オ－ストラリア人だっ

た。食堂車の席が限られているため、食事の時間は2パ

タ－ン用意されている。

6. 列車の中でのカウントダウン

アデレ－ドを午後出発する。列車はとろとろと進んだ。
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■図2－カルグ－リ－のス－パ－ピット（絵はがき）

■図4－鉄道路線図（グレ－トサザンレ－ルウェイオフィシャルサイトより）

■図3－ジャカランダの咲く、アデレ－ド（絵はがき）


	top: 
	index: 
	contents: 


